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＜病棟連絡事項＞
・保健師・助産師・看護師の業務従事者届について各自12/24までに入力・所定フォルダに保管して下さい。
・医師の年末年始スケジュールが出ています。

＜ベッドコントロール＞
・山本　京子様～本日退院予定となっています。
・川口　八寿子様～48号室から29号室へ移動となっています。
・藪　真弓様～12/18に30号室へ移動予定となっています。

・高柳　和子様～12/18東病棟から転入（22号室）予定。
・松原　謙一様～外泊訓練以降、南病棟へ転出予定。
＜患者様連絡事項＞
・八森　啓子様～本日主治医面談となっています。

・田端　香織様～12/24柏崎メディカルクリニック定期受診のため外出予定。時間未定のため確認していきましょう。
・松原　謙一様～主治医より外泊訓練を設定するよう指示あり、12/23～12/25で申請しています。妻様が「外泊＝退院」と認識する発言も聞かれていることから、出棟時は再度説明していきましょう。
・馬場　日出子様～12/19主治医面談の場所が特診に変更となっています。
・秋田谷　妙子様～持参薬を院内処方に切り替えています。
・川代　幸子様～新聞購読申込済みとなっています。

・庭田　昇二様～金銭的理由から新聞申込は希望せず、現時点では購読しないこととしています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・川口　八寿子様～昨日多弁・話もまとまらない様子あり、動作緩慢さや歩行困難から日課への支障も見られています。日中は上記目立たず経過していますが、就床前薬服用後介助を要すことから状態が安定するまでは大部屋へ移動し経過観察する事としています。
・成田　賀枝様～胸部レントゲン実施し肺炎所見あり本日より抗生剤の点滴開始となっています。各食介助で2/3摂取、誤嚥はありません。酸素1Lで酸素飽和度90％台を維持出来ています。自室内にポータブルトイレ設置しているため適宜介助していきましょう。
・藪　真弓様～連日痙攣発作あり、本日昼前も同行為あり3分程で痙攣消失しています。退院が出来るか不安と訴え頓服使用しています。
・荒川　スヂエ様～昨日より不機嫌さあり、準夜帯は易怒性や帰宅要求聞かれています。本日も拒食・拒薬あり帰宅要求や感情失禁見られています。
・宮本　久美子様～3日間程眠れていないと本人より訴えがあります。夜間の睡眠状況確認し記録に残していきましょう。
・福井　宏様～収集行為目立ち、布団下に他患者の靴下をしまいこんでいることがあります。適宜居室内の確認をしていきましょう。
＜田名部Dr.患者診察情報＞
・内山　陽大様～食事2/3～全量で摂取、同年代の患者様との関わりを上手にできず表情の冴えなさ見られている。母様と今後について確認し「正直家に帰ってきて欲しくない、何されるか怖い、就労の時も男性スタッフに注意されるとその場では静かなのに帰宅してから母へ当たり散らす、本人が障害年金貰えてないから経済的に厳しくて自宅退院としていただけで、経済的に余裕があるのであればＧＨ等の施設入所がよい」と話されていたことを情報提供行った。主治医より本人へ今後について確認、「家には帰りたくない」と。障害年金の手続きを進めてと母へ連絡するよう指示あり。
・鈴木　達也様～1度拒食みられるもそれ以外は2/3～全量摂取され夜間良眠であること、青山荘見学終了後「厳しい、行きたくない、ここに入るなら1人暮らししたほうマシ、できることをやれって言われるのがイヤ」と拒否的言動聞かれていたこと、同年代患者様の間に挟まれることあり辛いと訴えるもトラブルには至っていないことを情報提供行う。主治医から青山荘の何がイヤだったか問われると「全部、トイレと洗面台部屋にないし。」と話されている。処方変更なし。
・成田　賀枝様～発熱あり適宜カロナール服用していること、SpO2：80～90%台であったが今朝70%台となり喘鳴や呼吸苦見られ当直医師へ報告し酸素吸入指示頂き、O2　1Lで開始以降は92～94%で経過していること、胸部聴診にて右肺上～中葉にて捻髪音著明、動作緩慢さあり歩行介助要していること、食事1/4～全量介助にて摂取されていること、再び血が出ていると本人からトイレ時報告ありトイレットペーパーに出血少量付着あったことを情報提供行った。胸部X-Pにて肺炎所見あり、本日よりセフトリアキソンＮａ 2瓶+生食100ml 開始。3日分オーダーあり。ダイフェン、レボフロキサシンは内服終了。その他処方変更なし。
・田端　香織様～障害区分5で24日の外出時に清明舎で手続き予定であること、確認行為は変わらず1度特定のスタッフに対しての妄想あり易怒性見られ夕食不食であったこと、夜間良眠であること、12/16の尿検にて鮮血3+、蛋白3+であったことを情報提供行う。本人曰く先週生理が来ていたとのこと、排尿時痛もあるとのことであった。主治医より経過観察の指示あり。
処方変更なし。
・晴山　美智子様～ケア会議実施し12/18　15：30退院、訪問看護12/20　13時初回、初外来12/25　11:30枠取り済であること、退院時は弟様迎えきていただき自宅の鍵開けてもらうこと、内縁の夫の先輩の彼女？から本人スマホと病院へ架電あり病棟スタッフより本人のスマホ預かっていることと家族様以外は電話繋げないことを説明していたこと、本人様は特に混乱するなく落ち着いていることを情報提供行う。退院指示と処方入力して頂いた。処方変更なし。
・長瀬　伸也様～主治医に退院して良いと言われたと訴えが聞かれたこと、裁判所に関する言動聞かれていたこと、食事摂取や睡眠状況は良好であることを情報提供行う。本人より主治医へ退院希望訴えあり、主治医より経口薬について説明されると「裁判所に！！聞かないとなので！」とやや声荒げている。その後も外部の歯科受診希望等訴え、自分の訴えたい事話すと退室される。
・小泉　裕子様～トイレの水を出し続ける行動見られているが日課への支障は見られていないこと、食事全量摂取で夜間も概ね良眠であることを情報提供行う。アリピプラゾール12mg→24mgへ増量、その他処方変更なし。
・木村　柚子様～食事に関する訴えは変わらず聞かれていること、食事残していい事伝えるも納得されないこと、食事は2/3～全量摂取され夜間は不眠時頓服使用され入眠されていること、1年間生理が来ていないと本人からお話しあったこと、GHは1/6以降入れるとのことであったが体験利用に関して「体験と入居で2回緊張するのはイヤ」と話されていたこと、退院後の日中活動先としてワークみなと、十分にアセスメントとれたら就労BまたはAですすめていくことを情報提供行う。生理が来ないことに関してはリスパダールの副作用であることを主治医から本人へ説明、他の薬に変えても良いが錠剤となること伝えると「今のままで良いです。」と。胃部不快感訴え、本日夕よりミヤＢＭ開始。本日vdsよりブロチゾラム0.25mg開始。その他処方変更なし。
・八森　啓子様～妹様と主治医との面談が今日あるということもありややソワソワした様子見られていること、訴え執拗となることはあるが易怒的にはならずに経過していること、食事摂取や睡眠状況は良好であることを情報提供行う。面談には後から本人が入る形にするとのこと。処方変更なし。
＜皮膚科診察情報＞

・庭田　昇二様～内服薬継続で7日分処方となっています。
・成田　賀枝様～全身に発疹あり、薬疹は否定的であることから乾燥部にヘパリン類似物質クリーム、掻痒部にはデルモゾールDP軟膏塗布の指示があります。内服薬タベジールが処方となっていますが、主治医からも同処方あり、皮膚科指示を優先するよう指示があります。
・高橋　サエ様～デルモゾールDP軟膏が処方となっています。
・田名部　幸子様～デルモゾールDP軟膏が処方となっています。
